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（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 13,059 5.9 847 8.1 945 7.9 629 5.3

29年3月期第2四半期 12,336 3.4 784 2.5 876 2.0 597 △32.4

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　1,441百万円 （123.1％） 29年3月期第2四半期　　646百万円 （△5.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 33.08 ―

29年3月期第2四半期 31.43 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 46,552 37,907 81.0

29年3月期 45,231 36,705 80.7

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 37,713百万円 29年3月期 36,515百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 10.00 ― 12.50 22.50

30年3月期 ― 10.00

30年3月期（予想） ― 12.50 22.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,200 2.0 1,620 2.3 1,780 2.1 1,160 2.3 60.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 19,064,897 株 29年3月期 19,064,897 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 42,091 株 29年3月期 42,031 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 19,022,840 株 29年3月期2Q 19,023,386 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

当社は、平成29年11月28日（火）に機関投資家・証券アナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速や
かに当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、好調な企業収益を背景に、設備投資や雇用環境の改善等、

回復基調で推移しました。

 物流業界におきましては、輸出入貨物が増加したものの競争激化、人手不足等により、引き続き厳しい経営環

境で推移しました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、ソリューション営業力の強化に努め一貫物流への取り組みを積

極的に進めております。また、顧客ニーズへの的確な対応と業務の効率化を図るため、既存設備の改修を進める

とともに、平成29年８月に国際梱包事業部滋賀ＰＤ梱包事業所を完成・稼働しました。さらに、さらなる業務の

品質向上を図るとともに、環境に配慮したグリーン経営の推進にも取り組み、経営の効率化に努めました。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は13,059百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は847

百万円（前年同期比8.1％増）、経常利益は945百万円（前年同期比7.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純

利益は629百万円（前年同期比5.3％増）となりました。

（セグメント別の概況） 

① 倉庫業

 倉庫業におきましては、入出庫高及び保管残高は前年同期に比し増加しましたが、営業費用が増加しました。

これらの結果、倉庫業の営業収益は3,044百万円（前年同期比2.1％増）、セグメント利益は402百万円（前年同

期比1.0％減）となりました。

② 運送業

 運送業におきましては、取扱数量は増加しました。また、料金の適正化にも取り組み、これらの結果、運送業

の営業収益は6,471百万円（前年同期比3.4％増）、セグメント利益は524百万円（前年同期比9.6％増）となりま

した。

③ 国際貨物取扱業

 国際貨物取扱業におきましては、梱包業の取扱数量、通関業の取扱数量ともに増加しました。これらの結果、

国際貨物取扱業の営業収益は3,607百万円（前年同期比14.0％増）、セグメント利益は243百万円（前年同期比

10.0％増）となりました。

 

(２）財政状態に関する説明 

①資産・負債・純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,320百万円増の

46,552百万円となりました。これは主に、流動資産の現金及び預金が398百万円減少しましたが、固定資産の建

物及び構築物が352百万円、投資有価証券が1,148百万円増加したこと等によるものです。

 負債につきましては、前連結会計年度末に比べ118百万円増の8,644百万円となりました。これは主に流動負債

のその他に含まれている未払金が92百万円、未払消費税等が103百万円、固定負債の長期借入金が137百万円減少

しましたが、流動負債のその他に含まれている設備関係支払手形が124百万円、固定負債の繰延税金負債が364百

万円増加したこと等によるものです。

 純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,202百万円増の37,907百万円となりました。これは主に、

利益剰余金が391百万円、その他有価証券評価差額金が796百万円増加したこと等によるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.3ポイント増の81.0%となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動におけるキャ

ッシュ・フローで866百万円の増加、投資活動におけるキャッシュ・フローで856百万円の減少、財務活動におけ

るキャッシュ・フローで408百万円の減少となり、前連結会計年度末に比べ398百万円（4.6％）減少し、当第２

四半期連結会計期間末には8,353百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は、主に、税金等調整前四半期純利益及び減価償却費によるものであり、866百

万円と前年同期と比べ288百万円（24.9％）の減少となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、主に、有形固定資産の取得のための支出によるものであり、856百万円と前

年同期と比べ280百万円（48.6％）の増加となりました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は、主に、長期借入金の返済及び配当金の支払いによるものであり、408百万円

と前年同期と比べ91百万円（18.2％）の減少となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結業績は、概ね予想どおり推移しており、現時点においては、平成29年５月11日発表の業績予

想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,751,477 8,353,114 

受取手形及び営業未収入金 4,070,741 4,319,567 

貯蔵品 7,782 7,182 

繰延税金資産 126,145 124,307 

その他 249,712 308,776 

貸倒引当金 △956 △1,001 

流動資産合計 13,204,904 13,111,947 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 11,751,565 12,103,664 

機械装置及び運搬具（純額） 734,517 770,252 

土地 10,132,090 10,081,043 

リース資産（純額） 82,861 65,563 

建設仮勘定 193,500 135,756 

その他（純額） 140,459 153,586 

有形固定資産合計 23,034,995 23,309,866 

無形固定資産 26,404 32,880 

投資その他の資産    

投資有価証券 8,592,517 9,741,450 

繰延税金資産 24,073 26,229 

退職給付に係る資産 － 1,833 

その他 355,425 329,325 

貸倒引当金 △6,687 △1,469 

投資その他の資産合計 8,965,328 10,097,370 

固定資産合計 32,026,728 33,440,117 

資産合計 45,231,633 46,552,065 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 1,443,131 1,381,777 

短期借入金 3,110,000 3,110,000 

1年内返済予定の長期借入金 306,000 290,500 

リース債務 35,620 32,768 

未払法人税等 328,869 331,407 

賞与引当金 259,188 266,029 

役員賞与引当金 25,000 18,500 

その他 840,954 827,560 

流動負債合計 6,348,764 6,258,542 

固定負債    

長期借入金 702,500 565,000 

リース債務 53,197 37,585 

繰延税金負債 1,122,867 1,487,194 

退職給付に係る負債 211,509 208,683 

その他 87,235 87,160 

固定負債合計 2,177,308 2,385,623 

負債合計 8,526,073 8,644,166 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,734,294 2,734,294 

資本剰余金 2,263,807 2,263,807 

利益剰余金 28,768,135 29,159,660 

自己株式 △36,452 △36,516 

株主資本合計 33,729,784 34,121,246 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,804,914 3,601,612 

為替換算調整勘定 2,917 311 

退職給付に係る調整累計額 △22,197 △9,715 

その他の包括利益累計額合計 2,785,634 3,592,209 

非支配株主持分 190,139 194,443 

純資産合計 36,705,559 37,907,898 

負債純資産合計 45,231,633 46,552,065 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業収益 12,336,492 13,059,737 

営業原価 11,210,603 11,867,143 

営業総利益 1,125,889 1,192,594 

販売費及び一般管理費 341,827 345,182 

営業利益 784,062 847,411 

営業外収益    

受取利息 156 88 

受取配当金 91,628 96,375 

社宅使用料 7,175 6,769 

持分法による投資利益 8,723 994 

その他 8,503 15,772 

営業外収益合計 116,187 120,001 

営業外費用    

支払利息 21,421 19,697 

その他 2,552 2,087 

営業外費用合計 23,973 21,785 

経常利益 876,276 945,626 

特別利益    

固定資産売却益 18,768 24,710 

特別利益合計 18,768 24,710 

特別損失    

固定資産売却損 － 2,346 

固定資産除却損 3,148 14,403 

特別損失合計 3,148 16,750 

税金等調整前四半期純利益 891,895 953,587 

法人税、住民税及び事業税 285,145 309,398 

法人税等調整額 1,520 8,467 

法人税等合計 286,666 317,866 

四半期純利益 605,229 635,721 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7,321 6,409 

親会社株主に帰属する四半期純利益 597,907 629,311 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益 605,229 635,721 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 39,757 795,851 

退職給付に係る調整額 13,532 12,482 

持分法適用会社に対する持分相当額 △12,407 △2,605 

その他の包括利益合計 40,882 805,728 

四半期包括利益 646,111 1,441,449 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 638,087 1,435,885 

非支配株主に係る四半期包括利益 8,023 5,563 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 891,895 953,587 

減価償却費 611,635 616,236 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,013 △5,173 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9,486 6,841 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10,800 △6,500 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 33,969 13,689 

受取利息及び受取配当金 △91,785 △96,464 

支払利息 21,421 19,697 

持分法による投資損益（△は益） △8,723 △994 

為替差損益（△は益） 195 △53 

固定資産除却損 3,148 14,403 

固定資産売却損益（△は益） △18,768 △22,364 

営業債権の増減額（△は増加） 16,694 △248,825 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,661 600 

その他の資産の増減額（△は増加） △68,061 △44,025 

営業債務の増減額（△は減少） △44,320 △61,354 

未払消費税等の増減額（△は減少） 71,789 △103,423 

その他の負債の増減額（△は減少） 35,842 38,718 

小計 1,436,999 1,074,595 

利息及び配当金の受取額 94,785 100,811 

利息の支払額 △20,863 △18,743 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △355,747 △289,686 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,155,174 866,977 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △652,474 △920,483 

有形固定資産の売却による収入 76,859 80,446 

その他 △552 △16,428 

投資活動によるキャッシュ・フロー △576,167 △856,465 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △241,000 △153,000 

リース債務の返済による支出 △20,283 △18,464 

自己株式の取得による支出 △48 △64 

配当金の支払額 △237,349 △236,140 

非支配株主への配当金の支払額 △1,260 △1,260 

財務活動によるキャッシュ・フロー △499,941 △408,928 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △195 53 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 78,870 △398,363 

現金及び現金同等物の期首残高 8,168,208 8,751,477 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,247,078 8,353,114 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,936,496 6,235,390 3,164,605 12,336,492 － 12,336,492 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

43,776 20,844 － 64,621 △64,621 － 

計 2,980,273 6,256,234 3,164,605 12,401,113 △64,621 12,336,492 

セグメント利益 406,665 478,809 221,343 1,106,818 △322,756 784,062 

（注）１．セグメント利益の調整額△322,756千円には、セグメント間取引消去201千円、各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△322,957千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計 上 額 
（ 注 ） ２   倉庫業 運送業 

国際貨物 
取扱業 

計 

営業収益            

外部顧客への営業収益 2,995,910 6,456,012 3,607,813 13,059,737 － 13,059,737 

セグメント間の内部営業
収益又は振替高 

48,211 15,883 － 64,094 △64,094 － 

計 3,044,122 6,471,896 3,607,813 13,123,832 △64,094 13,059,737 

セグメント利益 402,679 524,684 243,377 1,170,740 △323,328 847,411 

（注）１．セグメント利益の調整額△323,328千円には、セグメント間取引消去12千円、各報告セグメントに配分さ

れていない全社費用△323,340千円が含まれております。全社費用は、親会社の本社管理部門に係る費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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